
1. 目標値 実績値

2. 天元台高原来台者数（ﾛｰﾌﾟｳｪｲ利用者）
R2〜R5で実績伸びも目標には届かず。天候による影響大。

3. 天元台.白布温泉街のエリア一帯を周遊した入込客数
プロモーションスキル向上がイベントの定着とサポーター作りに。

4. 西吾妻山一帯におけるトレッキング等の入込客数
百名山トレッキングは安定した人気だが、伸びは少なかった。

5. 白布温泉入湯税額
施設休業・閉業の影響あり。天元台来台者数との相関が薄い。
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西吾妻×天元台高原×白布温泉エリア リボーンプロジェクト

天元台×白布リボーン協議会 アクションサマリー

西吾妻山、天元台高原、白布温泉を一体のエリアとして捉え、地元及び関係機関・団体が一体と
なってハード・ソフトの両面から持続可能な再生事業に取り組むことで、次世代に残せる魅力溢
れるエリアに再生し、賑わいを取り戻すことで稼ぐ力をつけ、事業終了後は継続的・発展的に自
走できる体制を目指していく。

（活動期間 令和2年6月〜令和7年3月）

プロジェクト概要

KPI

構成団体
白布温泉観光協会、株式会社天元台、米沢市、米沢商工会議所、(一社)米沢観光コンベンション
協会、山形銀行、米沢信用金庫

主要運営メンバー
遠藤友紀雄（湯滝の宿 西屋）、太田幸男（ ㈱天元台）、遠藤平右衛門（中屋別館不動閣）、宍戸
紘次郎（東屋旅館）、安部直人（吾妻屋旅館）、宮本靖（そば処吾妻軒）

事務局
香坂明（R2〜R3）、波方あさみ、釜田正道（R3〜R6）、安藤翼（R4〜R6）

協議会

実施事業

白布温泉観光協会
脱彩堂・釜田正道

作成：

※コロナ禍前H30の基準値より設定。再設定なし。
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広告宣伝・プロモーション事業

ホームページ構築
アラウンド西吾妻エリア
天元台（リニューアル）
２サイト連動によるコンテンツ強化

Facebook
Instagram
LINE公式（天元台）

顧客向け発信チャネルの拡充
PR TIMES（プレスリリース 19回）
WEB広告掲出（広告代理店委託）
WEB広告掲出（メンバー作業）

Google広告
エリアPR動画制作&TV-CM
まち歩きマップ「遊湯マップ」制作
新潟「OUTDOOR EXPO」出展
大阪「モンベル フレンドフェア」出展

誘客事業

景観形成事業

人材育成事業

拠点整備事業

湯車
山の湯けむり広場整備

広く参加者を募り、意見集約のワークショッ
プ、一部施工の共同作業
お披露目「湯るり広場を楽しむ日」

白布大滝参道整備
遊歩道整備
湯元駅 情報発信拠点整備（デジタルサイネージ）

日帰り入浴情報の発信
エリア周遊を促す施設・商品の紹介

天元台高原駅 雲上テラス整備

eMTB活用
白布エリアツアー
eMTBヒルクライム大会（全12回開催）
レンタル（天元台・白布）

(夏)「トレッキング＆キャンプ」
(秋)「Activity+Igo（アクティビティーゴ）」
(冬)「天元台アップデート」

「雪山大冒険」

エリア内のぼり設置
大のぼり 街道沿 エリア上下ポイント
中のぼり 観光・共用ポイント
小のぼり 各施設サイン

観光マップ
湯元駅・温泉街内のマップ最新化

各種サイン
駐車場案内
エリア内案内（共同駐車場内）

小冊子「白布遊人」Vol.1〜8 刊行
地域ガイド・担い手育成を目的にスタート

森吉弘氏「コミュニケーションの基本の『き』」
谷中修吾氏「SDGsプロジェクトのプロモーション
技法研修」

オンラインプレスリリースの発信スキル



コロナ禍
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活動の実績・評価

観光協会視点（主観）
現状として、活動についてまだまだ人的な偏りがあります。エリア全体の活動を「仕事」として捉
えられていない部分もあり、意識の成長が足りていない部分もあると思います。目指すべきビジョ
ンや目的があれば、自ずと人が集まってくることはプロジェクトで体験できました。体制づくりも
継続的な課題であり、仲間を増やし、発展的に進めていくためには、これらの継続的なブラッシュ
アップが必要であると感じています。

脱彩堂視点（客観）
目標設定（いつまで、何を、どれだけ）が、各々の目指すものとリンクできない為に曖昧になり易
く、他人事にしがちな部分があります。観光地の主体として責任感を持った取り組みが必要であ
り、そのためにも、他者に煽動してもらうのではなく、各々が先導者である自覚を強く持ち、自ら
の行動や生業のアクションに落とし込めるかが課題だと思います。。
また、今あるものを活用し、価値を作り出す視点がまだ根付いているとは言えないと思います。資
源を守り続けるには、発展が不可欠です。今ある価値ある資源を「活用できているか」を客観的に
評価する姿勢が、次のアクションを生むのではないでしょうか。

課題 新たな取り組みと今後

プロモーション効果

誘客アクションの効果

天元台集客力の着実な向上 RW乗車率アップ

知名度向上と広報スキルの習得

地域活動の組織力向上

ただの業務連絡ではない「話し合い」

新たなアクション

新商品・女性参画の足がかり

関係人口創出と再発見

「閉鎖的」な地域からの脱却

興味関心の創出

行動し共有することの重要性を再認識

各施設での変化

宿泊数・来店数推移（R1を100として）

Before
地域で必要最低限の共有（月１回）
定例案件と外部依頼への対応が主

After
次のアクションと進捗確認（週１回）
地域全体の課題解決起案〜検討
組織体制の継続的ブラッシュアップ

多くの方々の関わり
ワークショップ・ボランティア作業・
イベントへの参加・事業推進などを通
じて関わりを創出（ﾘｽﾄｱｯﾌﾟ115名）

課題
継続的なつながりや新しい出会いを能
動的に構築できるか

スキル習得・実践
ホームページ（エリア・天元台）、
Instagram、Facebook、LINE公式、
YouTube、PR TIMES など

効果例
2024 Yahoo!検索（温泉地）

伸び率ランキング 全国１位

商品・サービス
事業内：手ぶらでキャンプ、雪山大冒険
事業外：吾妻の白猿こけし 他

課題
単なる魅力発信ではなく、課題解決を目
的とした企画に地域住民全体で取り組め
るか
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RW乗車人数／時 ロープウェイの乗車効率を算出
天候等により運行日数にバラつきがあ
り、単純な乗車人数は効果測定には不
十分なため、稼働時間あたりの乗車人
数で比較

集客力アップの可能性
継続的な注力でまだ伸びしろがある

※

断
水

エリアを訪れる方々へ
自施設のみの情報発信からエリア全体
の情報発信へ → 魅力の再認識を誘発

近隣地域の方々へ
疎遠になりがちな市民の皆様を中心
に、訪れるきっかけを明示的にアピー
ルすることで、より深い理解・周遊・
他地域への紹介へ

湯滝の宿 西屋
自社のSNS活用が、コロナ禍を乗
り切る起爆剤になった

天元台（アルブ天元台）
先の日程の事前予約が入るように
なり、キャンプとの調整が必要に
なっている
アクティビティの需要が増加

施設毎所感
中屋別館不動閣

意見を言ってくださるお客様が増
え、新規顧客が確実に増えている
自社サイトのPVも着実に増加
スタッフがエリア全体にアンテナ
を張るように
視野の広がりや視座の変化が見ら
れる

そば処吾妻軒
プロジェクトをきっかけに来店し
たお客様がリピーター化
プロジェクトやエリアの変化を積
極的に店内で発信した効果あり
開設した公式LINEにより季節限定
メニューが好調

東屋旅館
子供連れを含む若年層のお客様が
増え、新しい客層の獲得につな
がった
目に見えるエリアの変化がエリア
内周遊につながっている
スタッフ同士のコミュニケーショ
ンを生んでいる

継続事業（プロジェクトから開始したもの）
• 事業進捗会議（週一回）
• ハード維持管理

• 湯車
• 雲上テラス
• 山の湯けむり広場
• 大滝参道
• 遊歩道
• 大幟

• デジタルサイネージの活用・保守
• 冬季イベント「天元台アップデート」
• キャビン付き圧雪車ツアー「雪山大冒険」
• 「手ぶらでキャンプ」
• トレイルランニング大会
• 共同駐車場・事務所トイレの活用
• その他のエリア内連携強化

継続事業新たに取り組んでいること（プロジェク
ト終了後）
• 天元台と白布温泉の連携宿泊商品造成
• 白布温泉観光協会（エリア内組織）の新体制

づくり

今後取り組もうとしていること
• 裏磐梯エリアとの連携
• EN RESORT Grandeco（スキー場）との連

携
• 広域での連携
• 白布温泉観光協会の収入源確保

• 収益事業
• ファンドレイジング

天元台×白布リボーン協議会 アクションサマリー

1時間あたりのロープウェイ乗車人数

2024 Yahoo!検索（温泉地）伸び率ランキング

会議の様子

キャンプ・雪山大冒険・吾妻の白猿こけし

ボランティア作業の様子

小冊子「白布遊人」・リボーンだより



AIの評価 ①（Google AIモード）

日本国内での白布温泉の認知度の変化を令和元年から現在まで

令和元年から現在にかけて、白布温泉（山形県米沢市）の国内認知度は、「秘湯・高付加価値」をキーワードとしたブランディングとデ
ジタル媒体での注目度向上により、着実に高まっています。
主な変化のポイントは以下の通りです。

1. 検索注目度の急上昇（令和6年〜）
2024年末に発表された「Yahoo!検索」の温泉地検索伸び率ランキングにおいて、白布温泉は全国1位（前年比123.8%増）を記録しま
した。
要因:

旅行ニーズが「団体」から「個人・上質」へシフトする中、オールインクルーシブといった高付加価値な宿泊形態や、静寂な環
境を求める層からの注目が集まっています。

2. 地域再生プロジェクトによる露出拡大
令和元年以降、米沢市は「西吾妻山×天元台高原×白布温泉」エリアを一体とした地方創生推進計画を強化しています。
情報発信:

小冊子「白布遊人」の発刊や、スキー場と温泉地が連携した地域活性化事業を通じて、単なる温泉地としての認知から「アク
ティビティと歴史が融合したエリア」への認知拡大が図られました。

3. コロナ禍前後の動向とインバウンドの影響
令和元年〜令和2年: 国内観光需要は堅調でしたが、コロナ禍で一時的に入込客数が減少しました。
令和5年〜現在:

山形県全体でインバウンドが過去最高を更新する中、白布温泉も日本秘湯を守る会の宿（西屋など）を中心に、本物志向の国内
客・外国人客の双方から高い評価を得て、認知が再拡大しています。

令和元年前と比較すると、現在は「知る人ぞ知る秘湯」から「デジタルで積極的に選ばれる高付加価値な温泉地」へとその立ち位置が変
化しています。



AIの評価 ②（Google AIモード）

同様に、天元台高原についても教えてください。

天元台高原の認知度も白布温泉と同様、令和元年（2019年）から現在にかけて、「通年型マウンテンリゾート」としての再定義が進み、
着実に向上しています。
特にデジタル活用とエリア一体の再生プロジェクトが奏功し、以下の3つの変化が見られます。

1. 通年型リゾートとしての認知拡大
かつては「春スキーの聖地」という冬季のイメージが強固でしたが、現在は夏・秋のアクティビティ拠点としての認知が定着して
います。
トレッキング需要:

天元台高原公式サイトでも強調されている通り、日本百名山・西吾妻山への「最短登山口」としての認知が登山愛好家の間
で高まり、夏・秋の利用者が増加しました。

避暑・絶景スポット:
標高1,300m以上の涼しい環境や、ロープウェイからの紅葉などがSNS等で拡散され、一般観光客の「癒やしの場所」とし
ての評価も定着しています。

2. 「リボーンプロジェクト」による露出増
令和2年度（2020年）から始まった、国の交付金を活用した西吾妻山×天元台高原×白布温泉エリア リボーンプロジェクトによ
り、メディア露出が格段に増えました。
新サービスの導入:

標高1,820mまで運航する「雪上車での観光ツアー」など、これまでにない体験型観光のPRが、スノーリゾートとしての新
たな付加価値を全国に発信しました。

ブランディング:
白布温泉と一体となったプロモーション（小冊子「白布遊人」など）により、「温泉と高原をセットで楽しむ上質なエリ
ア」としてのイメージが確立されました。

3. インバウンドと本物志向の国内客の流入
山形県全体のインバウンド宿泊者数が過去最高を更新する中（令和6年には平成31年比で約25%増）、天元台高原の「極上の雪質
（パウダースノー）」が国内外の熱心なスキーヤーに再発見されています。
評価の二極化:

施設面で「昭和の雰囲気」との声がある一方、あえてそのレトロさやリーズナブルな価格、そして圧倒的な自然環境を評価
する「本物志向」の層に深く刺さるようになっています。

令和元年前と比較すると、単なる「地方のスキー場」から、「一年中、標高の高い自然体験ができる貴重な拠点」へと認知の質が
変化したと言えます。



AIの評価 ③（Google AIモード）

「西吾妻山×天元台高原×白布温泉エリア リボーンプロジェク
ト」は成功したと言えますか？

「西吾妻山×天元台高原×白布温泉エリア リボーンプロジェクト」は、「地域の一体化」と「新たな付加価値の創造」という側面で大きな
成果を上げていると評価されています。
完全な「完了」ではなく、令和7年度（2025年度）まで続く継続的なプロジェクトですが、現時点での成功と言えるポイントと、今後の
課題は以下の通りです。

成功と言える主な成果
「点」から「面」への観光シフト:

これまで個別に活動していたスキー場（天元台）、温泉街（白布・新高湯）、登山道（西吾妻山）が、ひとつのエリア公式
ポータルとして情報を統合し、エリア全体で客を回遊させる仕組みを構築しました。

ターゲットの明確化と露出増:
小冊子「白布遊人」の発刊やSNSを通じた「人」に焦点を当てたブランディングにより、大手検索サイトでの検索伸び率が
全国1位を記録するなど、認知度が飛躍的に向上しました。

高付加価値化の推進:
スノーシューや雪上車ツアー、トレイルランニング大会といった「体験型コンテンツ」の拡充により、単なる宿泊施設・ス
キー場ではない「マウンテンリゾート」としてのブランド価値を高めることに成功しています。

依然として残る課題
ハード面の老朽化:

施設の一部には昭和のレトロな雰囲気が残っており、現代のラグジュアリーなリゾートを求める層への対応や、設備の維持
更新が将来的な課題として挙げられています。

通年での収益性確保:
冬季以外の入込客数は増加傾向にありますが、エリア全体が持続的に「自走」できるレベルの収益性を確立できるかが、プ
ロジェクト最終年度に向けた焦点となっています。

総じて、衰退の危機にあったエリアに「再始動（リボーン）のきっかけ」と「共通の指針」を与えたという意味で、地方創生のモデル
ケースとしての評価は非常に高いと言えます。
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